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◇◇１月１９日～２月２５日の３８日間◇◇

平成２２年度社会教育主事講習（B）が１月

１９日（水）～２月２５日（金）の３８日間、

新潟県立生涯学習推進センターを会場に、受

講者２０名で行われました。

この講習は、東京上野にある国立教育政策

研究所社会教育実践研究センターを主会場

に、新潟県立生涯学習推進センター、静岡県教

育会館、旧鳥取県立赤崎高等学校、島根県立東

部社会教育研修センター、島根県立西部社会

教育研修センター、広島県立生涯学習セン

ター、愛媛県新居浜市立泉川公民館、沖縄県南

部合同庁舎生涯学習推進センターの８会場を

インターネットを利用した教育情報通信ネッ

トワーク（エル・ネット）で結び実施されまし

た。受講生は、全国で２３９名、当センターで

の実施は９年目となります。

この講習は、「社会教育概論」「社会教育計

画」「社会教育特講」「社会教育演習」の４科

目からなります。「社会教育演習」以外の３科

目は、インターネットを利用し、上野会場の講

義の様子を視聴、質問がある場合は、主会場に

FAXで質問内容を送り、講師が答える方法で

実施されました。

新潟会場の受講生の特色は、市町村の生涯

学習・社会教育関係職員や公民館職員等の実

際に生涯学習の現場で活躍されている方が多

いということです。ご自分の現場業務の調整

と職場の理解を得て、複数年に渡り受講する

方が多く、今回の受講生の中でも実に１５名

が複数年に渡って受講されている方でした。

生涯学習の業務に携わる中で、生涯学習・社会

教育の理論と実践を学びたいという意欲をも

ち、申し込まれた方ばかりでしたので、他会場

を圧倒する量の質問FAXを主会場に送って

いました。

「社会教育演習」の宿泊研修では、県立青少

年研修センターを会場に、新潟大学教授の篠

田先生に生涯スポーツの意義と計画につい

て、講義と実習をお願いしました。医学博士で

もある篠田先生の骨格や筋肉の構造のお話を

交えた講義とインストラクターである篠田先

生の奥様の具体的なフィットネス指導に、受

講生は大変喜んでいました。

新潟会場は、次年度も申請し、実施する予定

です。生涯学習・社会教育の振興のため、さら

に多くの方の受講をお願いいたします。

県立青少年研修センターにて



◇◇津軽三味線と瞽女唄（ごぜうた）に酔いしれる◇◇

◇◇今年度２回目のコンクールも力作ぞろい◇◇

３月５日（土）に新潟県立生涯学習推進セン

ターホールにおいて「勇生山こころの旅～津

軽三味線と瞽女（ごぜ）唄の特別公演会～」を

開催しました。当初１８６名を定員として広

報したところ、県内各地から５２０名もの申

込みがあったため、当日２回の公演を実施す

ることとなりました。

２回の公演とも、小竹勇生山さん（糸魚川市

在住）の迫力ある津軽三味線演奏と妻 栄子さ

んのすばらしい唄声による民謡と瞽女唄に加

え、高校生の双子姉妹 美咲・美里さんの息の

合った演奏がホールに響き渡りました。また、

勇生山さんの軽妙なトークや映画「ＩＣＨＩ」

の制作にかかわったお話、演奏にあわせて参

加者が「合いの手」を入れての民謡などを交

え、あっという間の９０分でした。さらに、家

族４名で演奏する姿に、「家族愛を感じて感動

した」という声も多く聞かれ、あたたかい雰囲

気の中での公演会となりました。

「ぜひまた聞きたい」「これからもこのよう

な企画をしてほしい」という声も多く、主催者

としてもたいへん充実した事業となりまし

た。今後も多くの方に来ていただける、心に残

る企画を行っていきたいと考えています。

２月２４日（木）に当センターを会場に、第

２回自作視聴覚教材コンクールを開催しまし

た。審査結果は以下の通りです（敬称略）。

優秀賞のうち「給食センターの一日」「モダ

ンテクニックで遊ぼう」を来年度行われる全国

自作視聴覚教材コンクールに推薦いたします。

＜学校教育部門＞

最優秀賞 該当なし

優秀賞

「給食センターの一日」
（DVD 大和給食センター・魚沼視聴覚センター）

「モダンテクニックで遊ぼう」
（DVD 長岡市立上組小学校 水谷徹平）

「衣生活と自立」
（DVD 長岡市立西中学校 山碕いみ子）

勇生山さん親子によるすばらしい演奏

奨励賞

「田上の名所」
（DVD 田上町立田上小学校第６学年）

「アーティキュレーションの学習」
（PowerPoint 長岡市立宮内中学校 岡本世史治）

「イカの解剖実験」
（PowerPoint 長岡市立東中学校 金井太一）

「FeS」
（DVD 上越市立雄志中学校 田中哲也）

「Ｕnit ７」
（DVD 上越市立雄志中学校 國井政恵）

審査員特別賞

「小新アカデミー賞」
（DVD 新潟市立小新中学校第３学年）

＜社会教育部門＞

奨励賞

「デイサービスへこいっちゃ」
（DVD 佐渡市社会福祉協議会）



◇◇お問い合わせ・お申し込みは県立生涯学習推進センターまで◇◇

『生涯学習取組事例集』
平成22年度号を発行します

当センターでは、新潟県内の様々な生涯

学習の取組事例を紹介し、市町村・関係機

関の事業推進を支援することを目的とした

『新潟県内の生涯学習取組事例集』を作成

中です。

県内の各市町村及び生涯学習関係機関

（団体）等が、平成２２年度に力を入れて取

り組んできた事例（講師情報も含め）を集

め、編集作業を進めています。

完成は３月下旬を予定しています。平成

２３年４月中に県内市町村及び生涯学習関

係機関（団体）へ送付いたします。

新年度事業の計画づくり等にご活用くだ

さい。

事例集は、当センターの「生涯学習資料閲

覧室」で自由にご覧いただけます。また、当

センターWebページ「ラ・ラ・ネット」では、

平成５年以降のバックナンバーも含めて公

開しています。併せてご活用ください。

上映会などでご利用ください
～県立生涯学習推進センターお奨め映画～

いきいき県民カレッジ
今年度も皆さんがんばっています

「いきいき県民カレッジ」は、平成４年

度のスタートから今年度で19年になりま

す。この間、県民の皆様より多くの参加を

いただき、参加機関数は年間75機関、登

録講座数は年間1,928講座（平成23年２

月末現在）、受講者数は昨年度実績で年

105,000名以上、昨年度までの18年間で

延べ910,000名を超えています。また奨

励証の受賞者も、累計で延べ9,600名を超

えました。

今年度は、大学等の公開講座の登録が多

く見られ、県民の方々の生涯学習ニーズに

きめ細かく応えていくことができました。

来年度もさらに多くの機関に参加してい

ただき、「いきいき県民カレッジ」がより

多くの県民の皆様の学習に寄与できるよう

努力してまいります。

なお、平成23年度春号の発行は、５月

初めの予定です。

小津安二郎監督作品「晩春」

（DVD・1949年・108分）

足尾銅山鉱毒事件と田中正造「襤褸の旗」

（DVD・1974年・112分）

懐かしい唱歌が心に残るアニメ映画

「ふるさと－ＪＡＰＡＮ」

（DVD・2007年・98分）

ディズニーアニメの名作「ファンタジア」

（DVD・1940年・117分）

学習会や研修会に最適

「今でも部落差別はあるのですか？」

（VHS・2005年・38分）

その他に「諸橋徹次」「吉田東伍」「小林

虎三郎」など新潟県の偉人を紹介したＶＨ

Ｓ作品もあります。

いずれも当センターで上映し、多くの方

から鑑賞していただいた作品です。ぜひ、ご

利用ください。

利用方法は、電話でお問合せになるか、

ラ・ラ・ネットをご覧ください。



新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」

http://www.lalanet.gr.jp/

http://www.lalanet.gr.jp/m（携帯版）

家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」

TEL：025-283-1150 FAX：025-284-6019

生涯学習相談・情報提供「ちょっとおしえてコール」

TEL：025-284-6119

Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp

新潟県立生涯学習推進センター

新潟市中央区女池南3-1-2

TEL：025-284-6110 FAX：025-284-6019

Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp URL：http://www.lalanet.gr.jp/

３月１１日に起きました東北関東大震災に

おいて被災された方々に心よりお見舞い申し

上げます。また、犠牲になられた多くの方々の

ご冥福をお祈りいたします。現在、避難されて

いる方々の息災安穏と被災地の一日も早い復

旧・復興を願わずにはいられません。

そして、福島原子力発電の事故については予

断を許さない状況でありますが、収束にむけ

て懸命な努力がなされておりますので冷静に

行動していきたいものです。

新潟県でも被災者の方々の受け入れが始ま

りました。新潟県は、中越大震災や中越沖地

震、７・１３水害など、近年大きな災害に見舞

われましたが、その度ごとに日本中の方々か

ら支援していただきました。今こそ、被災され

た方々のためにできることを一人一人が身近

なところから取り組んでいきたいものです。

一人一人の力は小さくても、力を合わせれば

大きな救援の力となります。皆で力を合わせ、

この未曾有な災害を乗り越えていきましょ

う。

さわやかメール

新潟県の携帯版ホームページに家庭教育の

サイトができました。

家庭での教育や子どもへの接し方のヒント

を盛り込んだ「そだちのヒント365」は、

新潟県地域家庭教育推進協議会メンバーから

保護者の皆さんへの応援メッセージです。

例えば、４月は入園・入学シーズン。新し

いお友達との集団生活が始まるお子さんのた

め、親として心がけたいことなどが紹介され

ています。

１分ほどで読める短い内容なので、家事の

合間や通勤途中など、ちょっとした時間で、

子育て・親育ちのコツやヒントを知ることが

できます。

毎日更新していますので、「お気に入り」

や「Bookmark」に登録してご覧ください。

アドレスは

http://mobile.pref.niigata.lg.jp/m/

syogaigakushu/1287608463905.html

（上のQRコードからもどうぞ）

そだちのヒント365 検索

◇◇ご覧になりましたか？◇◇


